
景気動向調査    期間：2022年４月～６月 作成：川西市商工会      

【小規模企業景気動向調査】（令和 4年 5 月期調査 全国商工会連合会 6 月 24日発表分 参照） 

＜産 業 全 体＞ 

 ◇…行動制限の緩和で売上好調も、コストの大幅増加等により、採算・資金繰りに苦しむ小規模企業景況…◇  

5 月期の産業全体の業況は、売上額DI が10ｐｔ超、業況DI が大幅、資金繰り・採算DI は小幅な改善とな

った。3 年ぶりの行動制限のないＧＷなど経済活動の活発化を起爆剤とし、全業種で売上額DI が10ｐｔ超の

改善となった。しかし、原油及び原材料高騰に加えて、ロシアによるウクライナ侵攻、急激な円安等の影響

が長期化の様相を呈し始め、コスト増大による採算の悪化が小規模企業を苦しめている。特に、製造業や建

設業でのコスト増の影響が大きく、採算や資金繰りの悪化が見られる結果となった。  

 

＜製 造 業＞ 

 ◇…高騰し続ける原材料のコスト増の影響で、採算の悪化に苦しむ製造業…◇  

製造業は、売上DI が10ｐｔ超改善するも、採算DI が悪化へと転じた。食料品関連は、売上の大幅回復が

続いているものの、小麦や油等の価格高騰が止まらず、価格転嫁が追い付かないとのコメントがあった。ま

た、機械・金属業関連は、売上DI が約20ｐｔ改善するも、直近1 年間で最も採算が悪化した。経営指導員か

らは、原材料の価格高騰に加え、銅やニッケル等の原材料そのものの入手困難が続いているとの報告があっ

た。繊維業関連も、売上は回復基調も、生地等の価格が高騰し採算悪化が進んでいる。  

 

＜建 設 業＞  

◇…負のスパイラルの加速で、資金繰りに影響が表れ始めた建設業…◇  

建設業は、売上・業況DI が10ｐｔ超改善するも、資金繰り・採算DI は引き続き低水準で推移している。

公共事業・民間工事・災害復旧工事など需要は堅調も、ウッドショックの長期化や建築資材、半導体製品不

足に加え、原油価格高騰や人手不足による生産性の低下など負のスパイラルが加速しているとのコメントが

目立った。部材の不足や価格の高騰が工期の大幅な遅延を招いており、入金の遅れから、資金繰りにも影響

がでてきているとの声も多い。  

 

＜小 売 業＞  

◇…行動制限の緩和で売上好調も、消費行動の違いにより明暗を分けた小売業…◇  

小売業は、売上額DI が10ｐｔ超の改善、その他のDI も改善に転じた。衣料品関連は、行動制限の緩和で

人流が増加したこともあり、全指標で大きく改善が見られた。食料品関連は、ＧＷによる売上増加に加え、6 

月の商品値上げ前の駆け込み需要等により、売上額DI が15ｐｔ超の大幅改善となった。一方、耐久消費財関

連は、半導体不足による納期遅延が深刻化、さらに中古車価格やガソリン価格の高騰等により、消費者の買

い控えの影響を大きく受け、資金繰りDI が悪化に転じるなど業種間で明暗が分かれた。  

 

＜サービス業＞ 

 ◇…行動制限の緩和で大幅改善も、業種や事業者間で改善幅に差が出ているサービス業…◇  

サービス業は、全 DI が 3 カ月連続で改善、5 月の業況 DI の改善は３カ月の中でも最大となった。旅館関

連は、売上・業況 DI が 20ｐｔ超と、直近 1 年間で最大の改善幅となった。行動制限のないＧＷによって、

国内需要が活況を取り戻し、旅館等がほぼ満室になっているなど、好転のコメントが多数あった。クリーニ

ング関連は、衣替需要や冠婚葬祭需要等で全 DI が 10ｐｔ程度超の改善となったが、燃料高騰の影響で採算

に苦しんでいるとの声があった。理美容業は、2 月以降は概ね右肩上がりで改善傾向を示すなか、コメント

では、主要顧客の年齢層等により好転と悪化の二極化がみられた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【兵庫県内企業動向調査】 

●兵庫県の経済・雇用情勢（県 地域経済課 6月 10日発表分） 

本県の経済・雇用情勢は、持ち直しの動きとなっているものの、総じて厳しい状況となっている。 

景況等…企業の業況判断は、足もと悪化し、先行きも悪化の見通しである。 

需 要…個人消費は、持ち直しの動きとなっている。 

輸出は、増加している。設備投資は、増加計画にある。 

生 産…生産は、一進一退の動きとなっている。 

雇 用…有効求人倍率は、前月を上回った。雇用者所得は、弱めの動きとなっている。 

金 融…倒産件数は、前年を下回った。 

●県内景気の現状についての日本銀行神戸支店のコメント（6月7日発表分） 

管内の景気は、資源価格上昇の影響を受けつつも、新型コロナウイルス感染症の影響が和らぐもとで、 

基調としては持ち直している。個人消費は、感染症の影響が和らぐもとで、緩やかに持ち直しつつある。

設備投資は、堅調に推移している。住宅投資は、概ね横ばい圏内の動きとなっている。公共投資は、弱

めの動きとなっている。輸出は、増加を続けているが、足もとは中国のロックダウンの影響がみられて

いる。こうした中、生産は、供給制約の影響を受けつつも、緩やかな増加基調を続けている。一方、労

働需給は、有効求人倍率が１倍を下回るなど、感染症の影響により、緩んでいる。雇用者所得は、弱め

の動きとなっている。消費者物価（除く生鮮食品）は、前年を上回って推移している。 

 

 

 

 

 

 

 



【川西市の経済動向等について（中小企業景況調査）】 

※経営指導員による巡回時のヒアリングから見える川西市内の動向（６月）について 

 

景 況 

市内の６月の景気動向は、４月以降、行動制限の緩和を受けて人流の増加傾向が維持さ

れており、外食や旅行などサービス関連消費を中心に個人消費も緩やかではあるが、持ち

直し傾向となった。また、早期の梅雨明けと猛暑により、６月下旬以降のエアコン関連の

販売増加も相まって、市内景気回復を後押した。先行き感は、今後も緩やかな景気回復の

動きが継続していくとの期待がされる一方で、エネルギー関連や食品関連など、市民の身

近な物品サービスに対する価格高騰により、消費活動の活発化が阻まれていることが懸念

材料となっている。 

 

製造業 

急激な円安、ウクライナ情勢や中国のロックダウンなどの影響で、原材料高や供給不足

などによる減産を強いられていたが、６月に入り受注も非常に緩やかではあるが、回復基

調へと動き始めたところも機械製造業など一部で見られた。ただ、自動車関連業では、６

月の自動車新車販売台数が、中国のロックダウンで生産と物流が停滞したことで伸び悩み、

その影響で自動車部品などの増産には至らず生産は鈍化した。 

建設業 

建物リフォームの需要が緩やかな増加を見せているものの、ウクライナ情勢による原油

高に加え、木材や鋼材原料などを中心に、塩ビ管や塗料、内装関連も含めた建築資材の輸

入価格が円安により高騰しており、建設コストの増加により断続的に利益の圧迫を受けて

いる。今後においても資材価格高騰の影響による建設コストの増加が懸念している。 

小売業 

梅雨明けが早くなり、猛暑続きとなったことで、夏物関連が消費を押し上げるなどプラ

ス面も見られた。特に家電店では、6 月下旬はエアコン販売が好調となり売上を後押しし

た。また、百貨店やスーパーを中心に衣服・身の回り品関連の小売業などで需要高による

売上増加が見られた。 

ただ、市内消費活動が活発化してきている下で、原材料高による悪影響も払拭できない

ままとなっている。新型コロナウイルスの感染拡大による影響感も薄れ、今度はエネルギ

ーや原材料価格の高騰、急激な円安の影響が、事業者の収益と景況感に暗い影を落として

おり、売上原価の値上がり部分をどのように価格転嫁していけるかが今後の課題となって

いる。 

サービス業 

行動制限の緩和による人流の増加傾向で、６月に入っても個人向けサービス業や飲食業

の持ち直しが緩やかではあるが維持されている。また、原材料高、エネルギー高などコス

トの増加に対して、販売価格への転嫁を検討し始めている経営者の声もある一方で、転嫁

が難しいとの声もあり、今後の課題となっている。 

 


